





























Field Sutudy Tokyo E（Environment and Excellent） Walk on Extra Day
後藤　彌彦
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業を開始した。鹿島紡績所は、始祖三紡績の一つで、1967 年の鹿児島紡績所（薩
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　工場は戦災により歴史を閉じ、現在王子駅前サンスクエアの横に洋紙発祥之地
記念碑がある。










事態が 1890 年代に起きていた。（注 2）
　関東酸曹は、陸軍の隣接地をさけて北区豊島 5 丁目に移転し、明治末期には煙




である「王子の毒煙」の記事があり、明治 44 年には会社は被害民に対し 2 万 8
千円の支出をし、除害工事を拡大する計画中とある。（注 3）（注 4）
　この工場は大正 12 年大日本人造肥料、昭和 12 年日産化学工業となった。現在
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　こんな一日を過ごしてみるのはいかがですか。
（注 1）  公益財団法人とうきゅう環境財団 2011 年一般研究成果。小坂克信「近
代化を支えた多摩川の水」
（注 2）  三浦豊彦（1975）『大気汚染からみた環境破壊の歴史』労働科学研究所
 pp.231-233。紹介する論文は、1896 年の雑誌掲載
（注 3） 読売新聞明治 45 年 6 月 28 日
（注 4）  戦前東京の公害問題とその対応については、後藤彌彦「戦前東京にお
ける公害規制と工場公害及災害取締規則」自治研究第 80 巻第 12 号参
照
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